
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

は
、
対
象
者
数
は
全
職
員
数
983

人
、
回
答
者
数
407
人
、
回
答
率

は
41
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
率
は
正
規
職
員
64
・
2
％
、

会
計
年
度
職
員
24
・
9
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
あ
る

85
人

20
・
9
％

②
な
い

322
人

79
・
1
％

①
市
民

72
人

70
・
6
％

②
事
業
者

17
人

16
・
7
％

③
議
会
議
員

7
人

6.8
％

④
そ
の
他

6
人

5.9
％

①
上
司
等
に
報
告

78
・
1
％

②
何
も
し
な
か
っ
た
11
・
5
％

③
そ
の
他

10
・
4
％

①
あ
る

104
人

25
・
6
％

②
な
い

303
人

74
・
4
％

①
市
民

30
人

20
・
7
％

②
事
業
者

10
人

6.9
％

③
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

2
人

1.4
％

④
上
司

54
人

37
・
2
％

⑤
部
下

4
人

2.7
％

⑥
同
僚

20
人

13
・
8
％

⑦
行
政
機
関
の
長
3
人
2.1
％

⑧
議
会
議
員

12
人

8.3
％

⑨
そ
の
他

10
人

6.9
％

①
パ
ワ
ハ
ラ

71
人
47
・
6
％

②
セ
ク
ハ
ラ

4
人

2.7
％

③
モ
ラ
ハ
ラ

39
人
26
・
2
％

④
カ
ス
ハ
ラ

32
人
21
・
5
％

⑤
そ
の
他

3
人

2.0
％

①
上
司
に
報
告
42
人
37
・
2
％

②
総
務
課
に
報
告

8
人
7.1
％

③
何
も
し
な
か
っ
た

51
人

45
・
1
％

④
そ
の
他

12
人

10
・
6
％

①
職
務
上
で
不
利
益
が
あ
る
の

で
は

17
人

19
・
1
％

②
か
え
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す

る
の
で
は

9
人

10
・
1
％

③
何
を
し
て
も
解
決
し
な
い
と

思
っ
た

30
人

33
・
7
％

④
相
談
す
る
場
所
が
分
か
ら
な

か
っ
た

7
人

7.9
％

⑤
自
分
が
我
慢
す
れ
ば
い
い
と

思
っ
た

17
人

19
・
1
％

⑥
そ
の
他

9
人

10
・
1
％

〇
居
座
り
や
時
間
外
の
職
務
強

要
が
あ
り
、
悪
質
な
場
合
は
警

察
に
通
報
し
、
総
務
課
に
報
告

し
た
。

〇
事
業
者
か
ら
仕
様
書
の
記
載

事
項
に
つ
い
て
強
硬
な
要
求
を

さ
れ
た
。

〇
上
司
の
強
い
口
調
、
言
葉
遣

い
、
態
度
、
表
情
に
よ
り
恐
怖

を
感
じ
る
。

〇
職
員
か
ら
の
心
無
い
メ
ー
ル

が
届
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

感
じ
た
。

〇
上
司
か
ら
指
導
を
超
え
て
叱

責
さ
れ
る
。
人
格
を
否
定
さ
れ

る
発
言
も
あ
る
。
話
し
合
い
も

で
き
な
い
。

〇
議
員
か
ら
必
要
以
上
に
大
き

な
声
で
質
問
さ
れ
、
恐
怖
を
感

じ
た
こ
と
が
あ
る
。

な
ど
93
人
の
職
員
が
自
由
記

述
に
記
入
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
の
中
で
、
市
と

し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
内
容

と
し
て
次
の
5
点
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
①
継
続
的
な
現
状
把
握

②
研
修
の
継
続
的
な
実
施
③
指

針
等
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
④
相
談

窓
口
の
明
確
化
⑤
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
図
る
こ

と
で
す
。
議
会
で
は
相
談
窓
口

を
外
部
に
設
置
す
る
な
ど
、
相

談
し
や
す
い
体
制
整
備
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
や
、
議
会
と
し
て

も
研
修
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。
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7
月
16
日
に
行
わ
れ
た
委
員
会
協
議
会
で
本
年
3
月
か
ら
4
月
に
始
め
て
実
施
さ
れ
た
市
職
員
対

象
の
不
当
要
求
行
為
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
た

だ
今
回
の
目
的
は
、
今
後
の
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
匿
名
で
行
わ
れ
、
事
実

関
係
を
確
認
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
自
由
記
述
の
内
容
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
は

不
当
要
求
行
為
の
現
状

雑
感

参
政
党
の
神
谷
代
表
が
次
回
の
衆
議
院
選
挙
で
与
党
を
目
指
す
と
発
言
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
真
意

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
民
党
に
す
り
寄
る
野
党
の
姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。
選
挙
の
時
は
、
勇
ま
し
い
こ
と
を
、

言
い
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
自
民
党
に
す
り
寄
っ
て
い
き
ま
す
。
維
新
や
国
民
民
主
は
国
民
医
療
費
を
4
兆
円

削
減
で
合
意
し
て
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
な
ど
慢
性
的
な
病
気
を
も
つ
子
ど
も
さ
ん
の
親
御
さ
ん
か
ら
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
保
険
適
用
除
外
で
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
心
配
と
の
声
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
料
の
負
担

を
下
げ
て
、
手
取
り
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
と
の
こ
と
で
す
が
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
大
き
な
負
担
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
病
院
の
多
く
は
赤
字
で
経
営
が
更
に
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と

参
議
院
選
挙
の
選
択
支
は
、
自
ず
と
明
ら
か
で
す
。
＃
比
例
は
日
本
共
産
党

＃
滋
賀
選
挙
区
は
さ
と
う
耕
平

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
（
複
数
回
答
あ
り
）

何
も
し
な
か
っ
た
理
由
は
（
複
数
回
答
あ
り
）

受
け
た
り
見
た
り
し
た
こ
と
は

相
手
方
は
（
複
数
回
答
あ
り
）

そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
（
複
数
回
答
あ
り
）

受
け
た
り
（
感
じ
た
り
）
し
た
こ
と
は

そ
の
相
手
方
は
（
複
数
回
答
あ
り
）

そ
の
中
で
の
自
由
記
述

今
後
の
取
り
組
み


